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　 今月の主な紙面

名誉市民で日本画家の倉島重友さん（倉科出身）が美
術・情操教育に役立ててほしいと、更埴西・埴生・
戸倉上山田の各中学校へ日本画を寄贈しました。９
月５日には更埴西中学校で、６日には埴生・戸倉上
山田中学校で「感謝の会」が開かれました。
写真は、戸倉上山田中学校の様子です。

今月の表紙

平成30年度決算報告

千曲市長表彰受賞者の紹介

10月 15 日から循環バス「大循環線」の
ダイヤを改正します

チクマビト　杉浦史子さん　　
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消防費 1万4,421円
その他

（議会費、労働費など）

6,338円

教育費 6万2,767円 土木費 4万4,683円

商工費 2万1,234円

衛生費 2万7,006円

農林水産業費
1万368円

公債費 4万9,186円

民生費 13万1,881円

47万4,118円
（Ｈ31.1.1現在の推計人口5万9,453人で算出）

市民１人当たりに使われたお金は

総務費 10万6,234円

～児童や高齢者・障がい者などの支援に使う経費～
　介護・訓練等給付援護事業費　
　児童手当給付事業費　　　　　
　私立保育所運営等事業費　　　
　子育て支援事業費　　　　　　

民生費 　 78. 4 億円

平
成
30
年
度
決
算
報
告

市
で
は
毎
年
、
予
算
の
執
行
状
況
や
皆
さ
ん
が

納
め
た
税
金
が
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る

の
か
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

＊
表
示
単
位
未
満
を
四
捨
五
入
し
て
い
ま
す
。

　

端
数
処
理
の
た
め
、
合
計
が
一
致
し
な
い
こ

　
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
財
政
課
（
内
線
４
１
５
４
）

～庁舎の管理、財政管理、市税の賦課徴収など市役
　所の全般的な仕事に使う経費～
　新庁舎等建設事業費　　　　　 
　施設一般管理費　　　　　　　　　
　運輸通信対策一般経費　　　　
　協働のまちづくり推進事業費　

総 務費 　 63.2億円

～学校の建設・管理、生涯学習、文化財保護など、
　教育行政に使う経費～
　戸倉上山田中学校改築事業費   
　給食センター管理運営事業費　
　英語指導外国人招致事業費　　
　東京オリンピックホストタウン事業費　
　　　　　　　　　　　　　　　　　

教育費 　 37.3億円

歳出総額
281 億 8,772 万円

民生費
78 億 4,074 万円

（27.8％）

総務費
63 億 1,594 万円

（22.4％）教育費
37 億 3,170 万円

（13.2％）

　土木費
26 億 5,654 万円
　（9.4％）

衛生費
16 億 559 万円

（5.7％）

商工費
12 億 6,239 万円

（4.5％）

消防費　
8 億 5,734 万円

（3.0％）

　公債費
29 億 2,424 万円
　（10.4％）

その他（議会費、労働費など）
3 億 7,681 万円（1.4％）

農林水産業費
6 億 1,643 万円

（2.2％）
～道路、河川、住宅、公園などの公共施設の整備や
　維持管理に使う経費～

　市道新設改良事業費（国庫補助・市単含む）
　　　　　　　　　　　　　　　
　市道維持補修事業費　　　　　
　冬期交通対策事業費　　　　　
　公園管理事業費　　　　　　　

土木費 　 26.6億円

～医療、公衆衛生、ごみなどの一般廃棄物の収集処
　理などに使う経費～
　予防対策事業費　　　　　
　各種検診事業費　　　　　
　ごみ減量・資源化事業費　

衛生費 　16.1億円

～商工業の振興、中小企業の育成、企業誘致などに
　使う経費～
　中小企業金融対策事業費　　
　ふるさと千曲市応援寄付金事業費　
　シティプロモーション推進事業費　

商工費 　12.6億円

～火災、風水害、地震などの災害から市民を守るた
　めの経費～
　消防団事務費　　　　　　
　自動車管理事業費　　　　

消防費 　 8.6億円

～農林漁業の振興、技術の普及などに使う経費～
　市単農道・用排水路整備事業費　
　食料農業農村対策事業費　　
　ワイン振興事業費　　　　　

農 林 水 産業費 　 6.2億円

～市議会の運営や就労支援などに使う経費～
　勤労者福祉対策事業費　　　
　議会運営事業費　　　　　　

その 他 　 3.8億円

一 般 会計  歳 入

歳入総額
311 億 1,278 万円

市税
76 億 3,549 万円

（24.5％）

繰入金
34 億 8,404 万円

（11.2％）

その他（手数料、寄付金など）
26 億 4,748 万円（8.5％）

地方交付税
70 億 6,026 万円

（22.7％）

国庫・県支出金
39 億 7,789 万円

（12.8％）

市債
47 億 8,933 万円

（15.4％）

その他（地方譲与税、地方消費税交付金など）
15 億 1,830 万円（4.9％）

自
主
財
源
44
・
２
％

依
存
財
源
55
・
８
％

区分 決算額

市民税 32億7,059万円
個人 27億3,523万円
法人 5億3,536万円

固定資産税 35億4,912万円
軽自動車税 2億547万円
市町村たばこ税 3億3,412万円
入湯税 5,663万円
都市計画税 2億1,956万円

合計 76億3,549万円

市税の内訳

歳入の約４分の１を占め
る市税は、ほぼ前年度と
同額の 76 億 3,549 万円
でした。
前年度比で、市民税は
＋ 2.3％、軽自動車税は、
＋ 4％でしたが、固定資
産税は－ 1.8％、市たば
こ税は－ 0.8％となりま
した。

12 億 9,215 万円
9 億 463 万円

5 億 1,154 万円
1,627 万円

32 億 6,615 万円
1 億 4,794 万円

　　　2,430 万円
　1,272 万円

   14 億 7,817 万円
　４億 430 万円
　　2,001 万円

　　109 万円

　3 億 7,924 万円
1 億 3,897 万円

5,271 万円
4,605 万円

1 億 4,815 万円
1 億 339 万円

　　7,906 万円

　7 億 6,099 万円
　9,972 万円

　999 万円

　4,963 万円
　4,021 万円

　7,954 万円
 1,375 万円
　112 万円

　1,741 万円
　1,472 万円

一 般 会計  歳出 歳出額を目的別に区分しています。
各区分には、主な事業を掲載しています。
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数字でみる千曲市の財政状況

90.8％
経常収支比率

経常収支比率とは、人件費や公債費などの経常
的な支出が、市税などの経常的な収入に占める
割合です。比率が低ければ自由に使えるお金が
多いことを示しています。

財政力指数

財政力指数とは、自治体が標準的な行政サービ
スを行なった場合、どこまで必要経費が賄えてい
るかを示す指標です。数値が高いほど自主性と
安定性が確保されていることを示しています。

会　計 歳　入 歳　出
国民健康保険 57億7,859万円 56億6,532万円
同和対策住宅新築
資金等貸付事業 1,416万円 92万円

介護保険 52億9,414万円 50億6,583万円
後期高齢者医療 7億9,975万千円 7億8,317万円

千曲市の状況は？千曲市の状況は？

千曲市は自主財源が少なく、地方交付税に頼る
割合が高いことを示しています。

合併後のまちづくりなどに活用した合併特例債な
どの地方債の償還が一部終了し、公債費が減少し
たことに伴い、前年度比－0.4％となりました。

特別会計

会　計 総収益 総費用 総純益
下水道
事業 29億3,251万円 24億8,957万円 4億4,295万円
水道事
業 １億6,945万円 １億4,792万円 2,153万円

企業会計

今後の見通し
市税収入は人口減少や土地価格の下落などにより大幅な増加は期待できず、また地方交付税は合併自治体
に対する特例の優遇期間が平成30年度で終了しました。
一方、「合併の総仕上げ」として新庁舎建設事業など大型事業は終了しましたが、今後は借り入れた地方債
の償還（借金の返済）に係る公債費及び社会保障費に係る扶助費など義務的経費が増加し、また、公共施設
などの経年劣化による修繕費なども増加する見込みです。
このような状況で持続可能な千曲市を目指し、公共施設の適正な管理や歳出の抑制など行政改革に努め、
また、税収の涵養に繋がる事業を推進しなければなりません。そして、公平で適正な負担を求めながら、健
全な財政運営を推進してまいります。

＊市財政の詳細は、市ホームページでも確認できます。

県内19市の平均　　　　　89.2％

千曲市の順位（良い方から）　12位

前年対比

－0.4％

好転

県内19市の平均　　　　　  0.578
千曲市の順位（良い方から）　14位

前年対比

＋0.001
好転

（前年12位） （前年14位）

将来負担比率

将来負担比率とは普通会計、公営企業会計、一部
事務組合の借金返済額など将来負担するべき負
担額の標準財政規模に対する割合です。高いほ
ど財政が圧迫されていることを示しています。

45.5％

新庁舎建設に係る基金の取崩しや地方債の借
入れ、長野広域連合ごみ焼却施設建設に係る
市負担分が増加したことなどにより、前年度比
+20.2％と数値が悪化しました。

千曲市の状況は？

県内19市の平均　　　　　　41.9％

千曲市の順位（良い方から）     13位

前年対比

＋20.2％

悪化

（前年7位）

＊県内19市の平均値（単純平均）については、速報値に基づいて算出しています。
＊財政の健全化を図る指標の実質赤字比率、連結実質赤字比率はいずれも赤字ではありませんでした。

0.524

7.3％
実質公債費比率

実質公債費比率とは、市の標準財政規模に対す
る借金の割合を示しています。25％を超えると
財政健全化計画を策定して早期財政健全化を図
らなければなりません。

合併時の特例措置としてあった普通交付税交付
額が段階的に縮小し、交付額が減少したことによ
り標準財政規模が縮小しつつありますが、前年度
比では横ばいとなりました。

千曲市の状況は？

県内19市の平均　　　　　 7.2％

千曲市の順位（良い方から） 　9位

前年対比

±0.0％

前年同

（前年10位）

118億313万円基金の残高

その他特定目的基金は、新庁舎建
設事業や戸倉上山田中学校改築
事業などの大型事業実施のため、
約16億7,900万円を取り崩しま
した。また、財政調整基金、減債
基金、その他特定目的基金をあわ
せた積立基金の残高は約110億
4,900万円となり、前年度に比
べ17.4％減少しました。

会　計 平成30年度末 平成29年度末
一般会計

（内訳）　　財政調整基金
　　　　　減債基金
　　その他特定目的基金
　　土地開発基金
　　その他定額運用基金

118億313万円
35億2,350万円
４億2,882万円

70億9,651万円
６億5,003万円

1億426万円

141億3,545万円
41億7,706万円
４億2,814万円

87億7,598万円
６億5,000万円

1億426万円
国民健康保険特別会計 2億8,491万円 1億1,174万円
介護保険特別会計 8億316万円 8億304万円

（一般会計）

市債の残高

一般会計では、新庁舎建設事業や戸倉上
山田中学校改築事業などの大型事業実施
により市債の借入額が増えたため、平成
30年度末の市債残高は平成29年度末と
比べ、約20億700万円増加しました。

会　計 平成30年度末
一般会計 303億8,922万円
同和対策住宅新築
資金等貸付事業 263万円

下水道事業 272億5,032万円
水道事業 ５億7,806万円

303億8,922万円（一般会計）

０
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姉
妹
都
市
の
観
光
情
報

射い

み

ず水
市
観
光
情
報

新
湊
カ
ニ
か
に
海
鮮
白
エ
ビ
ま
つ
り

富
山
県
内
で
も
有
数
の
食
の
祭
典
。

富
山
湾
を
代
表
す
る「
ベ
ニ
ズ
ワ
イ

ガ
ニ
」や「
シ
ロ
エ
ビ
」な
ど
鮮
度
抜

群
の
海
の
幸
の
即
売
の
ほ
か
、
ア
ツ

ア
ツ
の
カ
ニ
鍋
な
ど
が
味
わ
え
ま
す
。

カ
ニ
の
即
売
は
毎
年
す
ぐ
に
売
り
切

れ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
人
気
で
す
。

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
さ
ま
ざ
ま

な
催
し
も
行
な
わ
れ
、
大
人
か
ら
子

ど
も
ま
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
日
時　
10
月
13
日（
日
）午
前
８

時
～
午
後
２
時
30
分

■
会
場　
新
湊
漁
港（
東
地
区
）富
山

県
射
水
市
八
幡
町
１

－1
１
０
０ 

■
問
い
合
わ
せ
先　
射
水
市
観
光
協

会（
℡
０
７
６
６

－

８
４

－

４
６

　
４
９
）

千曲市長表彰受賞者の紹介

市
長
表
彰
式
典
が
、
市
制
施
行
記
念
日
に
あ
た
る
９
月
１
日
（
日
）
に
市
役

所
で
行
な
わ
れ
、
税
務
・
産
業
振
興
・
教
育
振
興
・
社
会
福
祉
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
社
会
教
育
・
生
活
環
境
の
各
分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
12
人
と
２

団
体
の
皆
さ
ん
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
受
賞
者
を
代
表
し
、
久
保
章
さ

ん
が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

姨
捨
駅
や
姨
捨
公
園
の
清
掃
な
ど
、

多
年
に
わ
た
り
地
域
の
環
境
美
化
に

尽
力
。

姨捨楽生学園

生活環境功労 屋
代
の
歴
史
、
文
化
、
自
然
を
研
究

し
、
講
演
会
や
歴
史
研
究
会
を
開
催

す
る
な
ど
社
会
教
育
の
振
興
に
尽
力
。

屋代を語る会

社会教育功労 産業振興功労

久保 章
あきら

 さん
（上山田温泉）

税務功労

坂本 幸
ゆ き お

夫 さん
（新山）

千
曲
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
と

し
て
、
多
年
に
わ
た
り
税
務
行
政
の

推
進
に
尽
力
。

宮林 典
の り あ き

昭 さん
（寂蒔）

税務功労千
曲
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
と

し
て
、
多
年
に
わ
た
り
税
務
行
政
の

推
進
に
尽
力
。

千
曲
商
工
会
議
所
議
員
並
び
に
常
議

員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
産
業
の

振
興
に
尽
力
。

教育振興功労

松林 孝
た か じ ろ う

二郎さん
（雨宮）

産業振興功労

飯島 健
た け お

雄さん
（稲荷山）

平林 敬
ひ ろ お

雄 さん
（桜堂）

産業振興功労屋
代
中
学
校
の
卒
業
式
に
桜
を
寄
贈

す
る
ほ
か
、
部
活
動
や
学
習
の
支
援

活
動
に
よ
り
教
育
振
興
に
尽
力
。

千
曲
商
工
会
議
所
議
員
並
び
に
常
議

員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
産
業
の

振
興
に
尽
力
。

千
曲
商
工
会
議
所
議
員
並
び
に
常
議

員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
産
業
の

振
興
に
尽
力
。

社会福祉功労

南澤 道
ど う ゆ う

友 さん
（桑原）

社会福祉功労

窪田 榮
え い き ち

吉 さん
（屋代）

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
多
年
に
わ

た
り
社
会
福
祉
の
向
上
に
尽
力
。 山口 盛

も り お

男 さん
（桑原）

社会福祉功労保
護
司
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
更

生
保
護
活
動
に
尽
力
。

ボランティア功労

町田 曻
のぼる

 さん
（倉科）

社会福祉功労

村松 洋
よ う い ち

一 さん
（上山田）

岩井 俊
と し あ き

明 さん
（戸倉）

社会福祉功労上
山
田
保
育
園
の
園
児
を
い
ち
ご
狩

り
に
招
待
し
、
農
産
物
の
収
獲
の
喜

び
と
楽
し
い
思
い
出
を
提
供
。

公
園
、
史
跡
な
ど
へ
の
標
識
・
標
柱

の
設
置
や
除
草
活
動
に
よ
り
、
地
域

の
環
境
整
備
に
尽
力
。

保
護
司
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
更

生
保
護
活
動
に
尽
力
。

保
護
司
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
更

生
保
護
活
動
に
尽
力
。

視覚障がい者などの皆さんに市の情報を提供するためのコードで、
専用の読み上げ装置により、活字を音声に変換できます。音声コード ……
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今
回
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
は
、
１
運

行
当
た
り
の
時
間
を
こ
れ
ま
で
の
１

時
間
30
分
か
ら
１
時
間
程
度
に
短
縮

す
る
こ
と
で
目
的
地
に
早
く
到
着

し
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
電
車
と
の
接

続
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
１
日
６
便
の
運
行
か
ら
７

便
へ
増
や
す
こ
と
で
よ
り
利
便
性
が

向
上
し
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
下
の
図
の
通
り
、

路
線
の
短
縮
化
に
よ
り
大
循
環
線
が

運
行
し
な
く
な
る
地
域
が
生
じ
ま

す
。

■
大
循
環
線
が
運
行
し
な
く
な
る
地

　
域

○
屋
代
地
区
、
杭
瀬
下
地
区
の
一
部

○
中
公
民
館
周
辺

○
千
曲
駅
周
辺

○
白
鳥
園
周
辺

　

大
循
環
線
は
運
行
し
ま
せ
ん
が
、

循
環
バ
ス
路
線
や
デ
マ
ン
ド
型
乗
合

タ
ク
シ
ー
は
運
行
し
て
い
ま
す
の

で
、
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
、
千
曲
市
循
環
バ
ス
マ
ッ

プ
・
時
刻
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

10 月 15 日から

循環バス「大循環線」のダイヤを改正します

　
長
野
広
域
連
合
が
屋
代
地
区
に
整

備
す
る
ご
み
焼
却
施
設
は
、
９
月
か

ら
建
設
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
施
設
は
、
令
和
３
年
度
の
本
格
稼

働
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
工
事
の
進

捗
状
況
は
、
長
野
広
域
連
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
長
野
広
域
連
合
、
千
曲
市
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
安
全
・
安
心
に
十
分

配
慮
し
、
建
設
工
事
を
着
実
に
進
め

て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

○
長
野
広
域
連
合
環
境
推
進
課
（
℡

　
０
２
６

－

２
１
３

－

５
３
１
０
）

○
廃
棄
物
対
策
課
（
内
線
２
２
３
３
）

10
月
１
日
か
ら
空
き
家
バ
ン
ク
リ
フ
ォ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
助
金
が
始
ま
り
ま
す

■
対
象
者

　
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人

○
過
去
に
本
市
に
居
住
し
た
こ
と
が

な
く
、
補
助
金
交
付
申
請
す
る
日

の
前
、３
年
以
内
に
初
め
て
転
入

ま
た
は
、
他
の
市
区
町
村
に
住
民

登
録
が
あ
り
、
定
期
的
に
市
内
に

滞
在
す
る
人

○
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
た
空
き

家
を
購
入
ま
た
は
、
賃
借
し
た
人

（
３
親
等
内
の
親
族
間
を
除
く
）

＊
賃
借
の
場
合
、
当
該
物
件
の
所
有

者
の
承
諾
書
を
要
提
出

○
暴
力
団
員
で
な
い
人

○
市
税
な
ど
に
滞
納
が
な
い
人

○
補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
日
か
ら

10
年
間
維
持
し
、
ま
た
は
居
住
す

る
人

■
条
件
な
ど

○
本
市
の
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ

れ
た
空
き
家
で
あ
る
こ
と

○
本
市
に
事
務
所
も
し
く
は
事
業
所

を
有
す
る
法
人
ま
た
は
住
所
を
有

す
る
個
人
事
業
主
に
よ
り
実
施
す

る
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
・
家
財
処
分

で
あ
る
こ
と

○
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
要
す
る
経
費

が
20
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と
。
家

財
処
分
に
要
す
る
経
費
が
５
万
円

以
上
で
あ
る
こ
と

○
補
助
対
象
と
な
っ
た
空
き
家
に
つ

き
そ
れ
ぞ
れ
１
回
限
り

○
予
算
の
範
囲
内
で
交
付
す
る

■
補
助
率　
工
事
費
な
ど
の
２
分
の

１
■
限
度
額　

○
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事　
１
０
０
万
円

○
家
財
処
分　
10
万
円

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
建
設
課

（
内
線
３
２
１
３
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
員
を
募
集
し
ま
す

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
は
、
子
育
て
の
手
助
け
を
し
て

欲
し
い
人
と
、
子
育
て
の
手
伝
い
を

し
た
い
人
が
会
員
と
し
て
登
録
し
、

子
育
て
の
手
伝
い
を
有
償
で
行
な
う

会
員
組
織
で
す
。

■
支
援
の
内
容　
保
育
園
、
幼
稚
園
、

児
童
館
、
児
童
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ

の
送
り
迎
え
を
し
た
り
、
時
間
外

に
子
ど
も
を
預
か
っ
た
り
し
ま
す
。

冠
婚
葬
祭
、
通
院
、
仕
事
、
研
修

会
参
加
や
授
業
参
観
な
ど
の
と
き

に
も
、子
ど
も
を
預
か
り
ま
す
。

●
依
頼
会
員

■
対
象
者　
市
内
に
在
住
、
ま
た
は

市
内
の
事
業
所
に
勤
務
し
、
生
後

３
か
月
か
ら
12
歳
ま
で
の
子
ど
も

を
育
て
て
い
て
、
子
育
て
の
手
伝

い
を
し
て
ほ
し
い
人

■
申
込
方
法　
更
埴
・
上
山
田
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
説
明
を
聞
い

た
後
、
す
ぐ
に
会
員
に
な
れ
ま
す
。

会
員
証
明
用
に
３
㌢
四
方
の
写
真

２
枚
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
供
会
員

■
対
象
者　
市
内
に
在
住
し
、
自
宅

で
の
育
児
が
可
能
で
、
心
身
と
も

に
健
康
か
つ
、
子
育
て
の
手
伝
い

に
理
解
と
熱
意
が
あ
り
、
子
ど
も

を
預
か
れ
る
人
。

＊
資
格
、
経
験
、
性
別
は
問
い
ま
せ

ん
が
、
市
が
行
な
う「
相
互
援
助

活
動
講
習
会
」を
受
講
し
て
か
ら

会
員
に
な
り
ま
す
。

●
相
互
援
助
活
動
講
習
会

■
日
時

○
11
月
15
日（
金
）午
後
１
時
～
５

時
15
分

○
11
月
16
日（
土
） 

午
前
８
時
50
分

～
午
後
５
時
15
分

○
11
月
18
日（
月
）午
後
１
時
～
５

時
15
分

＊
託
児
あ
り（
要
予
約
）

■
会
場　
更
埴
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
■
申
込
方
法　
11
月
８
日（
金
）ま

で
に
、
更
埴
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
両
方
会
員

■
対
象
者　
依
頼
会
員
・
提
供
会
員

の
要
件
に
該
当
す
る
人
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
更
埴
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー（
℡
０
２
６

－

２
７
３

－

６
１
８
０
）

長
野
広
域
連
合
ご
み
焼
却

　
　
施
設
の
建
設
工
事
開
始

大循環線が運行
しなくなる地域

（他の路線は運
行しています）

船山通り（新設）

鋳物師屋西（新設）

五加郵便局前（新設）

千曲川

屋代駅

千曲駅

戸倉駅

●
バ
ス
停
の
新
設
・
廃
止
・
名
称

　
変
更

■
新
設　
「
鋳
物
師
屋
西
」、「
五
加

　
郵
便
局
前
」、「
船
山
通
り
」

■
廃
止　
「
新
田
南
」、「
ビ
レ
ッ
ジ

　
ハ
ウ
ス
更
埴
前
」

■
名
称
変
更

○
「
Ｊ
Ａ
パ
リ
オ
店
前
」 

→ 

「
綿
半

　
千
曲
店
前
」

○
旧
市
役
所
３
庁
舎
の
名
称
が
付
い

　
て
い
る
バ
ス
停

■
問
い
合
わ
せ
先　
生
活
安
全
課
（

　
内
線
２
２
５
１
）

新しい大循環線のルート

屋代高校前駅
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都
市
計
画
道
路
若
宮
線
の
計
画
素
案
の

　
　
　
　
　
　
　
閲
覧
と
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ

せ
た
変
更
計
画（
案
）を
作
成
す
る

た
め
、計
画
素
案
の
閲
覧
と
公
聴
会

を
開
催
し
ま
す
。

●
公
聴
会

■
日
時　
11
月
10
日（
日
）午
後
２

時
～

■
会
場　
戸
倉
創
造
館

●
計
画
素
案
の
閲
覧
、
公
述
の
申
出

■
閲
覧
期
間　
10
月
18
日（
金
）～

11
月
８
日（
金
）

＊
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

■
公
述
の
申
出
期
間　
10
月
18
日

（
金
）～
11
月
１
日（
金
）

■
閲
覧
、
公
述
の
申
出
場
所

○
長
野
県
庁
都
市
・
ま
ち
づ
く
り
課

○
長
野
県
千
曲
建
設
事
務
所
整
備
課

○
千
曲
市
役
所
都
市
計
画
課

■
公
述
の
申
出

＊
公
述
の
申
出
を
さ
れ
る
人
は
、
閲

覧
場
所
ま
た
は
長
野
県
・
千
曲
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る「
公
述

申
出
書
」に
意
見
の
概
要
を
記
入

の
う
え
、11
月
１
日（
金
）ま
で
に

持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。（
持
参
の
場
合
は
、申
出
期
間

最
終
日
の
午
後
５
時
15
分
ま
で
に

提
出
さ
れ
た
も
の
、
郵
送
の
場
合

は
、
同
日
ま
で
に
到
着
し
た
も
の

に
限
り
ま
す
。）

＊
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
提

出
は
で
き
ま
せ
ん
。

＊
公
述
の
申
出
が
で
き
る
人
は
、
計

画
の
変
更
に
関
係
す
る
地
域
住
民

や
利
害
関
係
者
な
ど
で
す
。

＊
応
募
多
数
の
場
合
や
公
述
内
容
が

不
適
当
な
場
合
は
、
公
述
時
間
の

制
限
や
公
述
を
受
け
付
け
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

＊
公
述
人
が
い
な
い
場
合
は
、
公
聴

会
を
中
止
し
、
そ
の
旨
を
公
告
し

ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
ま
す
。

■
郵
送
・
問
い
合
わ
せ
先　
都
市
計

画
課（
〒
３
８
７

－

８
５
１
１ 

千

曲
市
杭
瀬
下
二
丁
目
１
番
地
、
内

線
３
２
５
１
）

林
業
振
興
協
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

　
林
業
の
活
性
化
や
災
害
防
止
な
ど
、

森
林
を
健
全
な
姿
で
次
世
代
に
引
き

継
い
で
い
く
た
め
、
森
林
整
備
の
推

進
に
つ
い
て
調
査
・
協
議
を
行
な
い

ま
す
。

■
募
集
人
数　
４
人

■
応
募
資
格　
市
内
在
住
で
20
歳
以

上
の
人

■
任
期　
12
月
１
日
～
令
和
３
年
11

月
30
日（
２
年
間
）

■
開
催
回
数　
年
数
回

■
応
募
期
限　
10
月
25
日（
金
）

■
応
募
方
法　
農
林
課
の
窓
口
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
応
募
用
紙

に
記
入
の
う
え
、
郵
送（
当
日
消

印
有
効
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
子

メ
ー
ル
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

■
選
考
方
法　
書
類
選
考

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
農
林
課

　
（
〒
３
８
７

－８
５
１
１ 

千
曲
市
杭

瀬
下
二
丁
目
１
番
地
、
F  0
2
6

－2
7
3

－1
9
2
1
、
電
子
メ
ー

ル shinrin@
city.chikum

a.

　

lg.jp

、内
線
３
２
８
１
）

　
市
民
と
行
政
に
よ
る
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
市

民
活
動
団
体
や
区
・
自
治
会
、
企

業
な
ど
が
提
案
す
る
協
働
事
業
に

対
し
て
、
必
要
経
費
の
一
部
を
負

担
し
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
活

動
を
支
援
し
ま
す
。

　
書
類
審
査
を
通
過
し
た
下
表
の

５
団
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
画
・

提
案
内
容
を
発
表
し
ま
す
。

■
日
時　
10
月
17
日
（
木
）
午
前

　
８
時
45
分
～
午
後
２
時（
予
定
）

■
会
場　
更
埴
文
化
会
館
小
ホ
ー

　
ル

＊
傍
聴
希
望
者
は
、
事
前
に
電
話

　
か
直
接
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く

　
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
民

　
協
働
課
（
内
線
４
１
３
３
）

千
曲
市
協
働
事
業
提
案
制
度

　
　
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
す

提案事業名 提案団体名 提案内容 提案の種類

猫の適正飼育啓発と地域
猫モデル事業 千曲ねこの会 猫の適正飼育を啓発し、市民の生活環境改善を目指

す。 市民テーマ型

女性のためのライフワー
ク・プロジェクト

特定非営利活動法人エ
リアネット更埴

働く意欲のある女性の就業支援をとおして、女性が輝
く社会づくりを目指す。 市民テーマ型

千曲市を千の曲の街へ！
－音楽を中心としたイベ
ントによる市街地活性化
－まちなか音楽 LIFE

まちなか音楽 LIFE 実
行委員会

市内外から多くのアーティストや団体を招いた
無料の音楽イベントを月１回開催で定例化させ、
中心市街地の活性化を目指す。

市民テーマ型

「信州さらしな田毎の
月」プロジェクト

「信州さらしな田毎の月」
プロジェクト実行委員会

LED ライトとペットボトルで作成したオリジナ
ルの「ペットボタル」を活用し、姨捨棚田の新た
な資源活用に挑戦する。

市民テーマ型

みんなで考える「あんず
の里」の将来事業

あんずの里の将来を考
える実行委員会

・「日本一のあんずの里」の次世代への継承
・安定した収益を確保するための仕組みづくり
・観光振興のための「あんずの里」景観保護対策

行政テーマ型

提案事業名・提案団体など

非
常
勤
職
員
（
福
祉
課
）
を
募
集
し
ま
す

■
募
集
人
員　
１
人

■
募
集
要
件　
普
通
自
動
車
免
許
を

　
有
し
、
パ
ソ
コ
ン
が
で
き
る
人

■
勤
務
場
所　
福
祉
課

■
勤
務
期
間　
11
月
１
日
～
令
和
２

　
年
３
月
31
日

■
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午

　
後
５
時
15
分

■
勤
務
日
数　
一
般
職
に
準
ず
る

■
賃
金　
月
額
15
万
２
１
０
０
円

■
応
募
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
記

　
入
の
う
え
、
10
月
16
日
（
水
）
ま

　
で
に
持
参
す
る
か
郵
送
（
当
日
必

　
着
）
し
て
く
だ
さ
い
。

■
面
接
試
験　
10
月
下
旬
予
定

＊
詳
細
は
応
募
者
に
通
知
し
ま
す
。

■
郵
送
・
問
い
合
わ
せ
先　
福
祉
課

　
（
〒
３
８
７

－

８
５
１
１ 

千
曲
市

　
杭
瀬
下
二
丁
目
１
番
地
、
内
線
１

　
２
７
６
）

豚
コ
レ
ラ
の
ま
ん
延
防
止
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
県
内
で
野
生
イ
ノ
シ
シ
の
豚
コ
レ

ラ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
が
拡
大
し

て
い
ま
す
。
き
の
こ
狩
り
や
登
山
な

ど
で
山
に
入
る
際
は
次
の
点
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　
豚
コ
レ
ラ
ウ
イ
ル
ス
は
、
イ
ノ
シ

シ
の
フ
ン
な
ど
に
混
ざ
っ
て
い
る
た

め
、
土
な
ど
で
運
ば
れ
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

　
下
山
後
は
、
靴
底
や
衣
類
に
付
着

し
た
土
を
よ
く
落
と
し
て
く
だ
さ
い
。

靴
底
や
車
の
タ
イ
ヤ
な
ど
は
洗
浄
す

る
か
、
可
能
な
場
合
は
逆
性
石
け
ん

な
ど
で
消
毒
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
逆
性
石
け
ん
は
薬
局
な
ど
で
購
入

　
で
き
ま
す
。

　
山
林
内
に
入
っ
た
後
は
、
養
豚
場

　
へ
近
づ
か
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

　
す
。

■
豚
コ
レ
ラ
ウ
イ
ル
ス
と
は
？

　
豚
コ
レ
ラ
は
、
豚
や
イ
ノ
シ
シ
特

有
の
病
気
で
あ
り
、
人
に
は
感
染
し

ま
せ
ん
。
感
染
し
た
豚
や
イ
ノ
シ
シ

の
肉
が
市
場
に
出
回
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
仮
に
、
感
染
し
た
豚
の
肉

や
内
臓
を
食
べ
て
も
人
体
に
は
影
響

あ
り
ま
せ
ん
。

■
死
ん
で
い
る
野
生
イ
ノ
シ
シ
を
発

　
見
し
た
ら

　
死
ん
で
い
る
イ
ノ
シ
シ
に
は
絶
対

に
触
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
発
見
し

た
場
所
、
頭
数
、
外
傷
の
有
無
な
ど

を
速
や
か
に
農
林
課
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

　
市
内
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
豚
コ
レ

ラ
に
感
染
し
た
イ
ノ
シ
シ
は
発
見
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
農
林
課
（
内
線

　
３
２
６
４
）


